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福島国際研究教育機構

土壌ホメオスタシス研究ユニット

ユニットリーダー 藤井一至
ふじい かずみち

福島から始める

土と農業の

イノベーション

０．自己紹介
1981年富山県生まれ 43才

京都大学農学部博士 関西学生王将（アマ６段）

博士研究員

森林総合研究所主任研究員

福島国際研究教育機構土壌ホメオスタシス研究ユニットリーダー

日本生態学会奨励賞

日本土壌肥料学会奨励賞

日本農学進歩賞

日本生態学会宮地賞

７月７日賞

河合隼雄学芸賞

とやま賞

World OMOSIROI Award

恒常性

機能を一定に保つ仕組み

１．土とは何か？
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腐葉土

腐植
落ち葉

岩石

砂

土

『広辞苑』 地殻の最表層。地殻表面の母岩

が風化・崩壊したものに腐植などが加わり、

気候、生物の作用を受けて生成したもの。

１．今なぜ土なのか？
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食料問題・土壌劣化＋気候変動＋生物多様性が背景

資源枯渇

１. リスク・風評に立ち向かう科学
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１．非再生資源としての「土」

花崗岩

風化 風化

土壌

植物遺体

表層土

『土地球最後のナゾ』

10年で1 cm損失100～1000年で1 cm

Plant & Soil (2019)人間に土は作れない

肥沃度
低下



2025/3/18

2

２．土の研究の悩み：時空間的な変異

必勝法はない。それぞれの地域・土で最適化

空間的に土が違う

時間的に土が変わる

100年後

生態系・生業

黒ボク土

若手土壌

土なし
（岩場）

永久凍土ポドゾル泥炭土
粘土

集積土壌

強風化
赤黄色土

ひび割れ

粘土質土壌

チェルノー
ゼム（黒土）

未熟土

砂漠土

オキシソル 世界の土壌図できる土はさまざま。雑に分けても１２種類。

２．良い土は局在する

肥沃

畑多い畑少ない
不毛

土が飢餓、貧困、戦争の原因にもなる

２．持続性と土壌劣化の境界線

土の健康状態

作
物
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性
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土壌劣化

焼畑ローテーション
混合農業

森林伐採
耕起

連続耕作

塩類集積⇒砂漠化

インドネシア石炭採掘跡地

土は劣化する⇒メンテが必要

略奪的
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持続的
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Nature plants 
2015 Sanchez

病気

２．土の肥沃度を維持するために

糞尿リサイクル焼畑、里山

『日本農書全集26 農業図絵』（農文協）
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窒素

有限で競合。価格高騰

家畜糞など堆肥
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２．さらに土壌劣化の問題も

塩類集積⇒砂漠化インドネシア石炭採掘跡地
⇒熱帯林伐採

土壌劣化⇒メソポタミア文明の破たん

毎年、岩手県一つ分の塩類化＝熱帯林伐採

＝サッカーコート１枚/１５秒の損失

pH 0.2 !
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Ｃ

３．３０年間の土の再生実証

天然林 植林

Plant & Soil (2019)

日本農学進歩賞
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土には希望もある

やり方次第

有機物
の蓄積劣化

ムラワルマン大との共同研究

アグロフォレストリー

プランテーション

80トン/ha/年

30トン/ha/年

土壌有機物増加⇒微生物多様化

３. バナナ作りは土作り
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Fusarium oxysporium f sp. cubense

４．福島の土

e土壌図Ⅱ
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低地未熟土（グライ） 赤黄色土

褐色森林土
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多様な土がある

４．福島から世界へ
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資源循環による

肥料削減30%

土壌創製

（土壌生成加速）
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古い土壌有機物

新規投入有機物

物理化学特性

変動解析
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玄武岩

40年後

FAO (2008)

世界的土壌劣化（30%）

肥料・水枯渇 インフラ劣化

物質循環・生産性の“恒常性”回復機構の解明

低環境負荷・低コ
スト農業の実証

４．地力回復・低コスト・低環境負荷への挑戦

• 節水・省力水稲栽培によるメタン排出削減

①土壌タイプを考慮した水管理戦略（中干し最適化）

②乾田化・不耕起栽培に対応した施肥技術の開発

• 耕畜連携による肥沃度維持

①飼料米持ち出し・輪作による肥沃度低下機構の解明

②肥沃度維持・炭素貯留を高める堆肥利用技術

• 劣化土壌（客土水田など）の地力回復

①休閑植生下の養分の有効活用

②鉱物資材・有機物投入による生産性改善


